

























































Kinship Terms in the Kikaijima Dialect of the Amami Region: 
Focusing on Words for ʻFatherʼ, ʻMotherʼ, ʻGrandfatherʼ, and ʻGrandmotherʼ
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文法 26 文法 67 文法 69 文法 74 文法 64 文法 65
小野津（1） オッカ オッカ オッカ オッカー アンマ アンマー
小野津（2） オッカ オッカ オッカ オッカ アンマ アンマー
志戸桶（1） オッカン オッカン オッカン オッカン アンマー アンマー
志戸桶（2） オッカン オッカン オッカン オッカン アンマー アンマー
上嘉鉄（1） オッカン オッカー オッカ アンマー アンマー
上嘉鉄（2） アンマー アンマー アンマー アンマー アニー アニー
中　里（1） アンマー アンマー オッカン オッカン アニー アニー
中　里（2） オッカン オッカン オッカン オッカン アンマ アニー
荒　木（1） オッカン アンマ アンマ アンマ アンマ アニー
































 「お母さん」 「お婆さん」 現在の使用地域
（古） アンマ アネィー 上嘉鉄（2）
 ↓ ↓
（中間） アンマ アネィー 中里
 オッカ アンマ 荒木
 ↓ ↓


















れている。周知のように，古代日本語のハ行子音の発音は *p と推定されている（* は推定
形を表す）。つまり，「ハハ（母）」は *papa，「ババ（婆）」は *baba という発音だった。日
本語では，清音（無声音）と濁音（有声音）を比べると，濁音には「大きい」というイメー
ジがある。このことは，オノマトペの「パラパラ」が小粒の雨を表し，「バラバラ」が大粒



















































上嘉鉄 ヤッキー アヂャー アジー，ジーサン





















遠縁の T 家のジューを，年下の F 家のジューは○ヤクムヰと呼んだが 　  そしてその呼









































 「お兄さん」 「夫」 「お父さん」 「お爺さん」 現在の使用地域
（古） ヤッキー  アヂャー アジー 小野津，上嘉鉄
   　↓ 　↓
（中間）  ヤッキー アヂャー アジー
 キンカー  ヤッキー アヂャー 中里
    　↓
（新） ニー，ニーサン  オトー アジー 荒木
    アヂャー
 　↑  　↑
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Abstract: This article discusses kinship terms in the Kikaijima dialect of the Amami region and 
in the Tokyo dialect. Focusing on words which mean ʻfatherʼ, ʻmotherʼ, ʻgrandfatherʼ, and 
ʻgrandmotherʼ, I claim that the system for using kinships terms as reference terms and address 
terms is markedly diﬀerent in the two dialects. For instance, in the Kikaijima dialect, the word 
ʻaɴmaʼ means ʻmotherʼ in some areas and ʻgrandmotherʼ in other areas. The reason is that, in 
this dialect, when a young couple have a child, the ʻmothersʼ of the young couple tend to con-
tinue being called ʻaɴma.ʼ In this case, ʻthe young motherʼ is called ʻokkaːʼ    a word adopted 
from the mainland. On the other hand, in the Tokyo dialect, reference terms and address terms 
are determined based on the youngest child in a family. For example, when a young couple have 
a child, the ʻmothersʼ of the young couple are considered ʻgrandmothers,ʼ and both the reference 
term and the address term shift from ʻokaːsanʼ to ʻobaːsan.ʼ In this manner, these two dialects 
diﬀer significantly in their kinship term systems.
67国語研プロジェクトレビュー　Vol.5 No.2 2014
奄美喜界島方言の親族語彙
基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」
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プロジェクトの概要
グローバル化が進む中，世界中の少数言語が消滅の危機に瀕している。2009 年のユネス
コの発表では，アイヌ語のほか，沖縄県のほぼ全域の方言，鹿児島県の奄美方言，東京都の
八丈方言が危険な状態にあると指摘されている。本プロジェクトでは，これら危機方言の調
査を行ない，その特徴を明らかにすると同時に，言語の多様性形成のプロセスや言語の一般
特性の解明にあたる。また，方言を映像や音声で記録・保存し，それらを一般公開すること
により，危機方言の記録・保存・普及を行なう。
